口絵 by 関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター
口絵
著者 関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター
雑誌名 国際シンポジウム 新発見「豊臣期大坂図屏風」の
魅力 : オーストリア・グラーツの古城と日本 ; 新
発見「豊臣期大坂図屏風」を読む
ページ 3-6
発行年 2009-03-31
URL http://hdl.handle.net/10112/2690
エッゲンベルク城
エッゲンベルク城は、グラーツ市の
西の郊外にある。1953 年から博物
館として公開されている。
エッゲンベルク城「日本の間」
新発見された「豊臣期大坂図屛風」は、
エッゲンベルク城 18 番目の部屋「日
本の間」に所蔵される。1 扇ずつ分
解され、壁にはめ込まれて飾られて
いる。
オーストリア・グラーツの街並み
グラーツ市の中央にはムーア川が流
れる。川の東側（写真手前）が旧市
街である。
旧市街は、1992 年に世界遺産に指
定されている。
①堺
大和川の向こう岸に堺の町が描かれる。祭の行列が目
指す、宿院頓宮が金雲に隠れて垣間見える。
②住吉浦
住吉浦は、旧暦 6 月 14 日の塩湯で有名。この日に住
吉浦で海水を浴びれば、百病平癒に霊験があると伝え
られていた。
③船場
船場は、慶長元年（1596）の大地震の後、新市街と
して開発された。直線道路で区画し、町屋の高さを統
一する、計画的な都市づくりだった。
④荒和大祓神事（あらにごのおおはらえしんじ）
旧暦 6 月晦日、神輿が住吉大社から堺まで渡御する。
現在でも、大阪の夏祭りの最後を飾る祭りとして、7
月末におこなわれている。
⑤東横堀川
東横堀川は、大坂城を囲む惣構の西側の備えとして堀
鑿された。大坂冬の陣の和睦でも破却されず、現在ま
で残っている。
⑥住吉大社
摂津国一之宮として有名な住吉大社。境内のシンボル
として反橋と石舞台が描かれている。
⑦天神橋
天神橋は、文禄 3 年（1594）に架橋されたと伝えら
れている。天満天神社（大阪天満宮）が管理したこと
から、天神橋の名がついたという。
⑧八軒家
八軒家は、京と大坂を結ぶ淀川の水運の発着点である。
淀川を上下する船便は、慶長 3 年（1598）には百艘
にも達したという。
「豊臣期大坂図屛風」（オーストリア・エッゲンベルク城博物館所蔵）
⑨大坂城三の丸
大坂城の施設で、最後に建設されたのが、三の丸であ
る。豊臣秀吉の直臣と大名の屋敷が、三の丸にあった
と考えられている。
⑩天満橋
天満橋・天神橋・難波橋は「波華の三橋」と呼ばれ、
大坂の町で最も重要な橋であった。現在もほぼ同じ位
置に近代的な天満橋が架かる。
⑪大坂城本丸
大坂城本丸には、秀吉政権の政庁ともいえる「千畳敷」
と呼ばれる二階建ての御殿があったといわれる。
⑫極楽橋
イエズス会宣教師の報告書に伝えられる、壮麗な楼門
形式の極楽橋が描かれる。こうした極楽橋を描いた絵
画は、本屛風を含めて 3 点のみ確認されている。
⑬大坂城天守閣
本屛風では、五層の天守閣は最上階を除き白壁に描か
れている。他の大坂城図屛風とは異なる、本屛風の特
徴の一つであるといえる。
⑭平等院
平等院鳳凰堂と、宇治川が描かれる。よく見ると、宇
治川に対して鳳凰堂の向きが反対になっている。絵師
の勘違いによるものか。
⑮石清水八幡宮
淀川をさかのぼった所に、石清水八幡宮が描かれる。
第 8 扇は、大坂を出て京に入るまでの名所が散りば
められている。
⑯宝積寺
山崎の古刹、宝積寺の三重塔がみえる。左手に描かれ
る、こんもりとした、ひときわ高い山は天王山をあら
わしたものであろうか。
国際シンポジウム
新発見「豊臣期大坂図屛風」の魅力
―オーストリア・グラーツの古城と日本―
（9 月 28 日、関西大学尚文館）
朝日・大学パートナーズシンポジウム
新発見「豊臣期大坂図屛風」を読む
（9 月 29 日、大阪産業創造館）
